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令和７年度 岩手県立前沢高等学校 第２回学校運営協議会 会議録 

 

１ 日 時  令和７年 11月 26日（水） 15：00～16：30 

２ 会 場  本校視聴覚室 

３ 参加者 

 ⑴ 学校運営協議会委員 

No. 氏 名 所 属・職 名 備 考 

１ 高 橋 清 治 奥州市前沢総合支所・総合支所官 行政関係者 

２ 瀬 川 達 雄 奥州市立前沢図書館・館長 学習活動施設代表 

３ 三 浦   真 前沢商工会・会長 商工会代表 

４ 及 川 順 也 岩手銘醸株式会社・専務取締役 企業関係者 

５ 南 幅 正 勝 奥州市立前沢中学校・校長 接続する学校の職員 

６ 菊 地 ま ゆ 前沢パン教室・講師 地域関係者 

７ 岩 渕 理 恵 前沢高校・ＰＴＡ会長 ＰＴＡ代表 

８ 古 川 美 香 前沢高校・元ＰＴＡ会長 ＰＴＡ代表 

９ 佐 藤 文 子 前沢高校・校長 当該校職員 

10 高 野 敦 志 前沢高校・副校長 当該校職員 

11 小 泉 康 長 

(代 菊地 亨) 

前沢高校・総務生徒指導課長 

(前沢高校・総務生徒指導課) 

当該校職員 

12 渡 部   亨 前沢高校・教務進路指導課長 当該校職員 

13 庄 司   綾 

(代 佐藤 智康) 

前沢高校・教育相談保健厚生課長 

(前沢高校・教育相談保健厚生課) 

当該校職員 

                  ※ ３名所用により欠席 

 ⑵ 生徒会執行部 11名 ※ １名欠席 

 

４ 次第及び会議録 

 ⑴ 開会 

  【副校長】 

    資料確認。生徒会執行部の参加について。本会成立の報告。開会。 

 

 ⑵ 校長あいさつ 

  【校長】 

    委員の皆様には、日頃から本校の教育活動にご支援ご協力いただき感謝申し上げ

る。11 月８日㈯に開催した創立 100 周年記念式典、記念芸術鑑賞会そして祝賀会に

委員の皆様にもご出席いただき無事に開催することができた。また前週の 11月１日

㈯に宮城県の聖ウルスラ学院英智高等学校バドミントン部男子に来ていただき、本
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校で招待試合を開催し、クラウドファンディングによる支援で購入したコートマッ

トを正式にお披露目できた。全校生徒の他、多くの一般の方にも来ていただき、非常

に盛り上がる試合となった。記念誌についても順調に準備が進んでいるところ。今回

の運営協議会は生徒会執行部も参加している。それぞれの立場でご意見を頂戴して、

今後の学校運営に活かしたいと考えているのでよろしくお願いしたい。 

 

 ⑶ 自己紹介 

   上記の表の順に委員の自己紹介。その後に生徒会執行部の自己紹介。 

 

 ⑷ 資料説明 

  ア 令和７年度校務分掌運営方針及び達成状況について 

【総務生徒指導課・教務進路指導課長・教育相談保健厚生課・副校長】 

    各課、事務室の今年度の中間反省及び改善案等について説明。 

  イ 岩手県立前沢高等学校創立 100周年記念事業について【副校長】 

    11 月８日（土）の記念式典、記念祝賀会に委員の皆様にも出席いただき、無事に

盛会裡に終えることができたこと及び現在までのその他の事業報告と今後の予定に

ついて説明。 

  ウ 今年度のボランティア実施状況について【総務生徒指導課】 

    今年度ここまで参加した事業と参加人数（延べ 195名）及び今後の参加予定につい

て報告。 

  エ 今年度の部活動実績報告について【副校長】 

    全ての部について今年度の主な実績と活動状況について報告。 

     

 ⑸ 協議（質疑応答・提言・要望等） 

  【委員①】  

    インターンシップの受入れについて、企業は積極的か。 

  【教務進路指導課長】 

    本校のインターンシップは昨年度から地元前沢商工会の協力を得て実施している。

現時点の進路希望にこだわらず、１年生全ての生徒に就業体験してもらうことを目

的としている。企業の受入れは非常に協力的だが時期等の調整は課題。他地区では学

校横断でインターンシップ期間を設けているところもあり、水沢職業安定所でも検

討している。 

  【委員②】 

    生徒指導関係の中間反省ではマナー指導、厚生関係の中間反省ではトイレの使い

方が課題となっているが、現在どのような状況か。 

  【総務生徒指導課】 

    マナーについては主にスマホ利用について。集団の中で周囲を気遣いながら利用
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できていない点や歩きスマホのような危険な利用の仕方が一部見られる。マナーを

守ってみんなが気持ちよく学校生活を送れるように気づかせる指導や自らの使用に

ついてふりかえりができる機会を設けたい。 

  【教育相談保健厚生課】 

    トイレットペーパーを私物として使用するケースあり。継続的な指導が必要。 

  【校長】 

    職員が少なく清掃監督も手薄になっている。汚したところを速やかに自分で清掃

する意識付けがまだ不足しているので指導が必要。 

  【委員②】  

    進路指導関係の中間反省で話があったアウトプットやリアクションの課題につい

て教えてほしい。 

  【教務進路指導課長】 

    ＩＣＴの導入から日は浅いため、関連性がはっきりしているわけではないが、アウ

トプットの技術やリアクションの良さは向上していると思う。しかしながら深堀で

きていないことが多い。内容を深めていくためにも学力の向上と定着を引き続き図

ることが必要。 

  【委員②】 

    生徒の意識はどうなのか気になる。自分の良さや強みをうまく伝えることができ

ないのは進路活動でマイナスになりもったいない。しっかり力をつけてほしい。 

    教育相談関係にあるＳＳＴ講座について内容等教えてほしい。 

  【教育相談保健厚生課】 

    新入生が新しい人間関係を築いていく時に大切なソーシャルスキルを学ぶもの。

岩手県立大学の先生にお願いして実施している。 

  【委員①】 

    ＳＳＴ講座や通級指導等、丁寧に実施しているのは前沢高校の良いところ。引き続

きお願いしたい。 

  【委員③】 

    100周年記念式典、記念芸術鑑賞会についてＰＴＡの参加が少なかったように感じ

た。堅苦しくとらえたかもしれないので、ＰＲの仕方を工夫すればよかった。 

  【副校長】 

    実行委員以外のＰＴＡへの案内をもっと積極的に行っても良かったと感じる。 

  【総務生徒指導課】 

    前沢高校といえば「バドミントン」と浸透しているところもあるが、前沢の地域ス

ポーツとしては限定的である。バドミントンを健康づくり、コミュニケーション、異

世代交流など地域おこしに活用できれば面白いと考えている。市の担当とも確認し

ながら、来年度の地域行事でエアバドミントンなど競技とは違う形でバドミントン

を活用して地域おこしにつなげたい。今年度は短時間ではあるが、バドミントンを一
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般の方にショー的に見てもらう機会をつくったところ。 

  【委員②】 

    非常に良い取り組みだと思う。 

  【委員①】 

    屋外で行うイベントも多いので、是非やってもらいたい。他の地域でもできるので

はないか。 

  【総務生徒指導課】  

    時期等の制限はあるが、積極的に考えていきたい。 

  【委員④】 

    今年度まで地域の行事に 100 周年ＰＲのブースをつくり、活動していたが 100 周

年が終わったこれからも前沢高校のブースを設けて引き続き活動してほしい。高校

生と交流できる場があると地域の方は本当に喜ぶし盛り上がる。具体的に牛まつり

や商工会まつりではブースでの発表の他、ステージ上でもエアバドミントンなどで

きるのではないか。地域として高校生は大会等で忙しいと思うが、可能なところで長

期的にぜひお願いしたいところである。 

  【生徒会】 

    一日体験入学だけでは足りないところを、地域行事では年に複数回、幅広い年代に

前沢高校の魅力をＰＲできるし、フレンドリーに紹介できると思う。 

  【委員⑤】 

    前沢は小・中・高・特別支援学校が１校ずつ全てそろっていて、図書館の活動につ

いて学校間の温度差なく進めることができる。今年度、前沢高校は図書館見学、にこ

にこ図書館等実施しており、これから予定している事業もある。大変良い活動になっ

ているのでマスコミも活用しながらＰＲにつなげたい。テスト期間中も高校生に図

書館を利用してもらうことがあるが、より良い環境づくりに努め、図書館と前沢高校

が相乗効果を図られるようにしたい。 

  【委員②】 

    クマは大丈夫か。 

  【副校長】 

    近くで一頭駆除されてからは、学校近くのクマの痕跡情報は減った。これまで目撃

情報はない。 

  【委員④】 

    ただ駆除されたクマは、リンゴの食害をもたらしていたクマとは別の個体であっ

た。わなになかなかかからない状況はそのとおり。地域により感覚に差があるが情報

は引き続き必要。 

  【委員③】 

    クマに係る学校の取り決めみたいなものはあるのか。 

  【校長】 
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    状況に応じて判断。生徒の安全を考えて対応していく。 

  【委員①】 

    インフルエンザの流行が心配。修学旅行も控えているので気をつけてほしい。 

  【校長】 

    100周年式典後、１年生がインフルエンザで学年閉鎖。現在は学校としては落ち着

いている。修学旅行は関西方面。100周年の関係で時期はいつもより１週間程度遅く

なっている。 

  【総務生徒指導課】 

    地域の図書館から学校の図書館にアドバイス等はできるものなのか。 

  【委員⑤】 

    地域の図書館の役割に学校図書館を支援することが含まれていると記憶している。

対応できると考えている。 

  【総務生徒指導課】 

    承知した。 

  【生徒会から】 

    目標や課題をまとめたものを学校全体で共有していくと解決に近づくと思った。

学校生活や部活動でも参考にしていきたい。 

    緊張感もあったが、一つのことに意見や質問を出し合い追及していくことが参考

になった。生徒会活動に活かしていきたい。 

    生徒同士で質問をしていくことは難しいと感じていたが、課題解決のために生徒

同士でもお互いに質問できるようにしていきたい。 

    内容の深さを感じた。いつかは課題の解決につながる感じがしてよかった。 

    クマやインフルエンザで休校になる基準となる数字はあるのか。 

  【校長】 

    インフルエンザについて目安となる数字はあるが、流行の状況や学校医の意見を

聞き必要であれば休校、クマの場合は先ほども話したとおり、その時の状況で生徒の

安全を考えて必要に応じて休校等判断する。 

  【委員④】 

    支所にクマの出没マップがあるので、興味があったらぜひ見に来てほしい。 

  【生徒会から】 

    様々な交流の場面で活かしていきたい。わからないことは積極的に質問すること

で、解決につながり様々な意見が聞けるので、これからの生活で大切にしていきたい。   

一つのことをより良いものにつくり上げようとする過程で意見や質問が大切だと

感じた。自分の身近なことにも活かしていきたい。 

    意見として学校図書館をもっと使いやすい場所に変えたらよいと思う。またトイ

レの水が流れないときがあるので改善してほしい。 

    学校外の内容の話し合いを聞くことができ参考になった。私たちも生徒総会で出
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された意見等を解決できるように取り組んでいきたい。 

 

 ⑹ 諸連絡 

  【副校長】 

    第３回の学校運営協議会について、２月下旬午後開催を予定。会議録について本校

ホームページにまとめた文章を掲載。 

 

 ⑺ 閉会 

 

    


